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クラブ活動も始動…
――冬の地道な練習が春につながる：運動部――

学校は７日に３学期が始業式でスタートし早１０日が過ぎようとしています。クラブ活

動は男子バスケット部が４日の大会のために正月３日より活動したりして、運動部を中心

に１月早々から頑張っています！働き過ぎ？日本社会の縮図！？一般企業よりもハードで

す。しかし、そのような人々が日本の高度経済成長を支えていたというのも事実です。

さて、中体連所属の運動部は、春休みから５月連休・６月末からの総体で現役生活が終

わります。それを考えると実質活動できるのはあと６ヶ月…時間はありません。冬の寒い

中、平日の朝練から放課後と土日などの休日も朝から頑張っているのをみていると頭が下

がります。春以降に成果がでるといいですね。健闘を祈っています…

文化部にとっても、活動時間は少し長くなる程度です。クラブ活動は、自ら選んだ同じ

嗜好・異年齢での活動です。普段の生活でも進級の準備をするとともに大切な時期であり

ます。１日１日を大切に過ごそう！

各部が「新年の抱負･今年は…」を語ります。

ＥＳＳ部 濱名君：「部員が一人になっ

てしまったので、新入部員を手に入れる

ためがんばろうと思います。来年度も今

年を越える勢いで頑張りたいです」

茶華道同好会 福田さん：「１人１人が

好んだお茶を入れたり、花の調和を考え

て生けられるようにがんばります。」

７日（火）、同じ日本文化である書道の“書き初め”

が神崎総合センターで７日（火）にあり参加しました。皆さん、とても上手に書けてい

ました。それぞれの人の代表作が１０日以降に、センターで展示されました。

合唱部永野さん：「全体的に（地域での発表など）去年よりいい

ものにしたいです」

吹奏楽部山田さん：「夏のコンクールに向

けて、基礎を改めていこうと思います。引

退するまでに少しでもいい演奏ができるよ

うに毎日の練習を頑張りたいです」

吹奏楽部は、朝７時半頃より朝練を頑張っ

ています。放課後練習も含め練習曲を聴いていると卒業式に向け

て頑張っている事が解ります。

陸上競技部 濱口君：「今年は

総合優勝や県大会出場、阪神･市内での優勝、入賞、そし

て駅伝の連覇も出来るように、これからも頑張っていき

たいと思います」

１８日（土）昨年度男女優勝した市新人駅伝が武庫川

河川敷：尼崎側で行われます。２年連続の制覇はなるか？



野球部 木森君：「先輩達が、最後の大会で阪神田大会ベスト８に入りました。その伝統

をつないでいき、次は阪神大会ベスト４は絶対に入り、これからも伝統をつないでいける

一歩を出せるように、練習にはげんでいきます。」

部員不足の野球部は、３月の県大会予選：尼崎大会に向けてお隣の若草中と合同チーム

を組むことになり、１２月から主に本校グランドで練習に励んでいます。若草中はかつて

プロ野球選手を多数輩出した名門です。一昨年の

新人戦では県大会にも出場しています。生徒数

は、本校より少ないですがクラブ数は多いです。

しかし、クラブ数が多いためもありどのクラブも

部員減が続いています。練習過程では、冬練習に

入り県大会出場も夢でない段階に来ています。昨

夏（現３年生）の阪神大会出場に続く快挙を期待

しましょう。
＜自ら鍛える：タイムに挑戦している野球部＞

ソフトテニス部 中村さん：「最後まであきらめずにボールを追いかけていきます。何が

できないのかをちゃんと解って、ミスをなくしていき、１つずつレベルをあげていきます」

女子卓球部 川口さん：「大会などであまり良い成績が残ってい

ないので、みんなで練習から１つ１つ頑張っていきたいです。」

男子卓球部浅見君：「去年の３年生は強かったので、負けないよ

うに頑張ります！総体では、阪神優勝できるよう頑張って生きた

いです。」

卓球部個人戦：県大会出場します
阪神オープン大会での好成績により男子：山田君、女子：永里さん（共に１年生）が３

／２３（日）豊岡市で行われる県大会に出場します。結果にこだわらず自分の力を出せる

ように頑張って下さい。

女子バスケット部 柄谷さん：「今年は１つ１つ

の試合で、いい結果が残せるような１年にしてい

きたいとも思います。みんなで協力し合い他のチ

ームからまねされるようなチームの雰囲気をつく

っていきたいです。」

男子バスケット部 満尾君：「昨年新人戦尼崎２

位といっても、たまたまブロックが良かっただけ

なので、どんなブロックでも勝っていけるようなチームにしたいです。」

ＢＬＣ同好会上畑君：「植えた作物を収穫するときが楽しみです。色々なのを育てたい」

日本拳法部 清水君：「卒業式の朝まで“朝のお務め”をやり切ることです。そして、卒

業まで残り少ないので先生や仲間との時間を大切にしようと思います」

＜黙々と続く朝のお務め＞ ＜気合いの入った練習風景＞


